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いや、第八中学校に帰って来ました。2019年から

2 年間、教頭として勤務していました。わずか 2

年という短い間でしたが、初めての教頭というこ

ともあり、離れるときは名残惜しい気持ちで一杯

でした。当時の「ひがしお

か」にもお別れの挨拶を掲

載していただき、2 度と会

えない永遠の別れ・・・位

の挨拶をしたのに、まさか

の２年後の帰還。いや、うれし

いです。うれしいですけど、同じくらい恥ずかし

い。 

2 年の間に生徒数は増えました。現在、333 名の

生徒が、八中で学んでいます。学校に活気が感じ

られます。コロナの時期もありましたが、いろい

ろな行事も行われています。 

5 月には 2 年生は滋賀県のマキノへ、6 月には 3

年生が修学旅行で、岐阜高山方面に出かけます。

八中の生徒達と、いろいろな行事で触れ合えるこ

とが今から楽しみです。 

また、東町の地域の方々にお世話になりますが、

どうぞよろしくお願いいたします。 

第八中学校校長 吉識 泰子 

 

豊中市立第八中学校 13代校長 

六嶋 明宏 

教育委員会に 16年、さて

今度は校長か。 

あれから 7年、八中の全て

が私の人生の一片となりま

した。とりわけ東町は、キャ

ンドルロード、八中生の街かどコンサート、マ

ーケッ

ト前の

激安ジ

ュース 販売機、広場で遊ぶ子

どもたちの笑顔と歓声など、切取った場面から

多くの昭和が感じとれる街でした。 

豊かな自然とあたたかい人に囲まれ、多くの出会い

と別れ、自信と挫折、希望と葛藤を経験し、自身も

成長させていただきました。 

新鮮な瞳で生きていた少年時代と重なる街、東

町よ 本当にありがとう。 

いつまでも「夢あふれる街」でいてくださいね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八中のキャラクター 

エイチャー 
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